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HIGASHINARUSE

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
◆
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業

　
秋
田
県
の
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」

を
財
源
と
す
る
安
全
・
安
心
な
森
整
備
事

業
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
が
潜
む
可
能
性
の
あ
る
場
所
を
排
除
し
、

人
的
被
害
の
未
然
防
止
と
景
観
の
向
上
を

目
的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
緩
衝
帯
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
田
子
内
字
巻
ノ
上
及
び
桶

清
水
地
内
の
約
11
・
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ

た
り
、
道
路
沿
い
や
民
家
の
近
く
に
あ
る

藪
化
し
た
森
林
の
除
伐
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
財
源
を
活
用
し
た
マ
ツ
林

や
ナ
ラ
林
な
ど
の
景
観
向
上
事
業
と
し
て
、

椿
川
字
柳
沢
地
内
で
枯
死
し
た
ナ
ラ
林
の

伐
倒
処
理
も
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
◆
建
設
関
連
事
業

　
本
年
度
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
平
良
地
区
で
は
、
村
道

滝
ノ
沢
平
良
線
の
舗
装
補
修
工
事
を
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
発
注

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
道
田
子
内
旧
国
道
線
の
排
水

路
改
修
工
事
も
発
注
済
み
で
あ
り
、
工
事

期
間
中
は
、
排
水
路
の
改
修
に
伴
い
通
行

ふ
る
さ
と
納
税

　
約
25
％
の
増（
前
年
比
）

６月定例会議　行政報告

◆
雄
物
川
総
合
水
防
演
習

　
５
月
25
日
、
大
仙
市
大
曲
の
花
火
公
園

を
会
場
に
、
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
演
習
は
、
東
北
地
方

整
備
局
管
内
に
お
い
て
毎
年
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
雄
物
川
上
流

地
区
で
の
開
催
は
21
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
村
か
ら
は
59
名
の
消
防
団
員
が
参
加

し
、
洪
水
対
応
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
積

土
の
う
工
と
シ
ー
ト
張
り
工
の
２
つ
の
工

法
を
実
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
へ
の
参
加
に
よ
り
消
防
団
を

始
め
関
係
者
の
防
災
意
識
が
一
層
高
ま
っ

た
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆
第
６
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画

　
昨
年
度
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
け
る
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
、
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
９
月
に
は
中
間
報
告
と
し
て
、
将
来
像

や
基
本
目
標
、
計
画
の
体
系
な
ど
、
基
本

構
想
を
お
示
し
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
４
７
７
２
件
、
３
５
３
２
万
９
５
０

０
円
と
な
り
、
令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
、

件
数
で
１
０
７
１
件
、
金
額
で
７
０
３
万

９
５
０
０
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
村
の
返
礼
品

の
主
力
で
あ
る
米
が
不
足
し
て
お
り
、
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
新
た
な

生
産
者
や
返
礼
品
の
確
保
に
取
り
組
み
、

納
税
額
の
増
額
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
５
社
か
ら

総
額
８
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

◆
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
整
備
を
進
め
る
定

住
促
進
住
宅
用
地
と
し
て
、
岩
井
川
字
東

村
地
内
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
予
定
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
か
ら
了

解
を
得
て
お
り
、
現
在
は
用
地
購
入
に
向

け
た
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
用
地
取
得
、
測
量
設
計
業

務
及
び
敷
地
造
成
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
◆
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
費
助

成
事
業

　
本
年
度
新
設
し
た
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入

費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
現
在

ま
で
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
申
請
者
の

方
々
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
件
数
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
住
民
の
皆
様
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
周

知
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　　
◆
個
別
避
難
計
画
作
成
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
災

害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
方
々
を

対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
全
面
的
に
見
直
す

と
と
も
に
、
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
地

区
の
自
主
防
災
組
織
等
と
協
議
す
る
場
を

設
け
、
見
守
り
活
動
の
充
実
や
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
下
旬
の
下
田
地
区
で
の
実

施
を
皮
切
り
に
、
担
当
職
員
が
順
次
各
地

区
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
事
業
と
し

て
、
田
子
内
地
区
の
十
二
橋
橋
り
ょ
う
補

修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
地
域
の
皆

様
に
は
大
変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
６
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
日
程
で
、
令
和
７
年
村
議
会

６
月
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
村
長
の
行
政
報
告
を
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。

行
政
報
告

▲行政報告をする村長

　
加
え
て
、
部
落
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

平
良
地
区
の
村
道
滝
ノ
沢
平
良
線
側
溝
整

備
工
事
及
び
同
線
の
流
雪
溝
流
末
処
理
工

事
、
岩
井
川
地
区
の
村
道
八
寺
線
取
水
施

設
改
修
工
事
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。
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HIGASHINARUSE

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
◆
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業

　
秋
田
県
の
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」

を
財
源
と
す
る
安
全
・
安
心
な
森
整
備
事

業
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
が
潜
む
可
能
性
の
あ
る
場
所
を
排
除
し
、

人
的
被
害
の
未
然
防
止
と
景
観
の
向
上
を

目
的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
緩
衝
帯
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
田
子
内
字
巻
ノ
上
及
び
桶

清
水
地
内
の
約
11
・
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ

た
り
、
道
路
沿
い
や
民
家
の
近
く
に
あ
る

藪
化
し
た
森
林
の
除
伐
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
財
源
を
活
用
し
た
マ
ツ
林

や
ナ
ラ
林
な
ど
の
景
観
向
上
事
業
と
し
て
、

椿
川
字
柳
沢
地
内
で
枯
死
し
た
ナ
ラ
林
の

伐
倒
処
理
も
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
◆
建
設
関
連
事
業

　
本
年
度
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
平
良
地
区
で
は
、
村
道

滝
ノ
沢
平
良
線
の
舗
装
補
修
工
事
を
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
発
注

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
道
田
子
内
旧
国
道
線
の
排
水

路
改
修
工
事
も
発
注
済
み
で
あ
り
、
工
事

期
間
中
は
、
排
水
路
の
改
修
に
伴
い
通
行

◆
雄
物
川
総
合
水
防
演
習

　
５
月
25
日
、
大
仙
市
大
曲
の
花
火
公
園

を
会
場
に
、
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
演
習
は
、
東
北
地
方

整
備
局
管
内
に
お
い
て
毎
年
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
雄
物
川
上
流

地
区
で
の
開
催
は
21
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
村
か
ら
は
59
名
の
消
防
団
員
が
参
加

し
、
洪
水
対
応
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
積

土
の
う
工
と
シ
ー
ト
張
り
工
の
２
つ
の
工

法
を
実
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
へ
の
参
加
に
よ
り
消
防
団
を

始
め
関
係
者
の
防
災
意
識
が
一
層
高
ま
っ

た
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆
第
６
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画

　
昨
年
度
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
け
る
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
、
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
９
月
に
は
中
間
報
告
と
し
て
、
将
来
像

や
基
本
目
標
、
計
画
の
体
系
な
ど
、
基
本

構
想
を
お
示
し
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
４
７
７
２
件
、
３
５
３
２
万
９
５
０

０
円
と
な
り
、
令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
、

件
数
で
１
０
７
１
件
、
金
額
で
７
０
３
万

９
５
０
０
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
村
の
返
礼
品

の
主
力
で
あ
る
米
が
不
足
し
て
お
り
、
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
新
た
な

生
産
者
や
返
礼
品
の
確
保
に
取
り
組
み
、

納
税
額
の
増
額
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
５
社
か
ら

総
額
８
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

◆
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
整
備
を
進
め
る
定

住
促
進
住
宅
用
地
と
し
て
、
岩
井
川
字
東

村
地
内
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
予
定
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
か
ら
了

解
を
得
て
お
り
、
現
在
は
用
地
購
入
に
向

け
た
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
用
地
取
得
、
測
量
設
計
業

務
及
び
敷
地
造
成
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
◆
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
費
助

成
事
業

　
本
年
度
新
設
し
た
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入

費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
現
在

ま
で
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
申
請
者
の

方
々
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
件
数
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
住
民
の
皆
様
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
周

知
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　　
◆
個
別
避
難
計
画
作
成
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
災

害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
方
々
を

対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
全
面
的
に
見
直
す

と
と
も
に
、
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
地

区
の
自
主
防
災
組
織
等
と
協
議
す
る
場
を

設
け
、
見
守
り
活
動
の
充
実
や
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
下
旬
の
下
田
地
区
で
の
実

施
を
皮
切
り
に
、
担
当
職
員
が
順
次
各
地

区
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
事
業
と
し

て
、
田
子
内
地
区
の
十
二
橋
橋
り
ょ
う
補

修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
地
域
の
皆

様
に
は
大
変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲十二橋

　
加
え
て
、
部
落
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

平
良
地
区
の
村
道
滝
ノ
沢
平
良
線
側
溝
整

備
工
事
及
び
同
線
の
流
雪
溝
流
末
処
理
工

事
、
岩
井
川
地
区
の
村
道
八
寺
線
取
水
施

設
改
修
工
事
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

行政報告全文は村ホームページに掲載
ＱＲコードからご覧ください。
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５
月
28
日
、
第
１
回
部
落
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
各
地
区
か
ら
次
の
よ
う
な
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
要
望

に
つ
い
て
緊
急
性
や
公
益
性
な
ど
を
検
討

し
、
回
答
す
る
予
定
で
す
。

滝
ノ
沢
地
区

◆
小
貫
山
堰
水
路
改
修　

ホ
タ
ル
の
里
公
園
上
流
部
か
ら
六
面
山

手
前
ま
で
（
１
０
０
ｍ
）

◆
村
道
不
動
沢
線
起
点
の
拡
幅
改
良

村
道
不
動
沢
線
の
庚
申
塔
か
ら
滝
ノ
沢

神
社
付
近
ま
で
（
２
０
０
ｍ
）

新
規
要
望
ま
と
ま
る

第
１
回
部
落
長
会
議

下
田
地
区

◆
下
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
備
品
倉

庫
の
設
置

旧
消
防
ポ
ン
プ
小
屋
を
倉
庫
と
し
て
建

て
替
え

◆
除
雪
機
の
更
新

　
除
雪
機
１
台
購
入

田
子
内
地
区

◆
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

沢
方
と
旧
国
道
の
交
差
部
へ
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
１
基

◆
伊
達
堰
取
水
口
付
近
ま
で
の
管
理
道
路

新
設

管
理
道
路
、
車
回
し
、
重
機
用
ス
ロ
ー

プ
の
新
設

 

平
良
地
区

◆
二
階
野
地
区
小
用
水
路

道
路
横
断
暗
渠
改
修
（
15
ｍ
）
、
下
流

側
水
路
改
修
（
１
０
０
ｍ
）

肴
沢
・
蛭
川
地
区

◆
前
山
取
水
口
か
ら
前
山
林
道
入
口
ま
で

の
Ｕ
字
溝
交
換

　
Ｕ
字
溝
の
交
換
（
３
５
０
ｍ
）

◆
肴
沢
会
館
の
屋
根
塗
装
及
び
肴
沢
・
蛭

川
会
館
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
屋
根
の
塗
装
及
び
蛍
光
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

手
倉
地
区

◆
国
道
３
４
２
号
道
路
側
溝
蓋
設
置
等
改

修

国
道
（
80
ｍ
）
、
旧
国
道
（
１
０
０

ｍ
）
、
側
溝
幅
45
㎝

椿
台
地
区

◆
除
雪
機
の
更
新

　
除
雪
機
１
台
購
入

◆
林
道
（
林
業
専
用
道
路
）
の
新
設
整
備

　
林
道
の
新
設

五
里
台
地
区

◆
水
路
復
旧

法
面
崩
落
箇
所
復
旧
及
び
水
路
再
設
置

（
６
ｍ
）

◆
用
水
路
の
維
持
・
管
理
委
託

　
五
里
台
用
水
路
（
４
㎞
）

谷
地
・
天
江
地
区

◆
ヒ
ュ
ー
ム
管
修
繕

　
ヒ
ュ
ー
ム
管
破
損
個
所
の
修
繕

◆
谷
地
天
江
会
館
に
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
の
設
置

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
８
台
、
椅
子
20
脚
購

入菅
ノ
台
地
区

◆
村
道
逆
川
線
補
修

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
削
敷
き
な
ら
し
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自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式

　
５
月
27
日
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状

交
付
式
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
１
名
の
方
に
、

村
長
と
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
長
よ
り

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
員
は
今
後
２
年
間
、
自
衛
官
の
人
材

確
保
の
た
め
、
入
隊
希
望
者
等
に
対
す
る
情

報
提
供
や
募
集
に
関
す
る
広
報
活
動
を
行
い

ま
す
。

◆
相
談
員

・
谷　
藤　
和　
昭
（
岩
井
川
）

・
佐
々
木　
伸　
悟
（
田
子
内
）

ロ
ー
プ
張
り
と
看
板
を

設
置
し
ま
し
た

村税の納期限をお忘れなく
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　
６
月
10
日
、
国
道
３
４
２
号
沿
い
栗
駒

山
国
有
林
内
に
お
い
て
、
栗
駒
山
系
遭
難

対
策
協
議
会
に
よ
る
入
山
禁
止
の
た
め
の

ロ
ー
プ
張
り
と
啓
発
看
板
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

　
入
山
禁
止
区
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
遭
難

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
危
険
で
す
の

で
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
山
菜
採
り
に
出
か
け
る
と
き
は
、

「
家
族
・
隣
人
に
行
き
先
や
帰
り
の
時
間

を
告
げ
る
」
、
「
自
分
の
体
力
や
体
調
を

過
信
せ
ず
、
無
理
な
行
動
は
し
な
い
」
な

ど
に
気
を
つ
け
、
遭
難
事
故
防
止
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問　
総
務
課　
☎
47
３
４
０
１

　令和７年度個人住民税の「納税通知書」を郵送
しています。期限までの納付をお願いします。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
状
態
で
、

万
が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
生
活
課
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
も
住
民
生
活
課
で
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
３

栗
駒
山
系
遭
難
対
策
協
議
会

集
落
支
援
員
新
規
配
置

　
６
月
か
ら
新
た
に
集
落
支
援
員
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
地
域
の
維
持
及
び
活
性
化

を
目
的
と
し
て
お
り
、
集
落
の
巡
回
や
状
況

把
握
、
住
民
同
士
の
話
合
い
の
促
進
な
ど
を

行
い
、
地
域
運
営
組
織
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
村
内
を
巡
回
し
て
、
各
地
区
の
代

表
者
の
皆
様
か
ら
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

集
落
点
検
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
支
援
員

・
佐　
藤　
　
　
隆
（
羽
後
町
）

年金

委嘱支援員

問　住民生活課　☎４７－３４０５

個人住民税普通徴収期別毎納期
期　別
第１期
第２期
第３期
第４期

６月
８月
10月
12月

６月30日（月）
９月 １日（月）
10月31日（金）
12月25日（木）

納　期

防災

月

税金

▲谷藤相談員（左から２人目）
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東
成
瀬
村
雪
下
ろ
し

安
全
金
具
整
備
事
業
補
助
金

　
村
で
は
雪
下
ろ
し
時
の
事
故
防
止
を
図

る
た
め
、
村
内
の
雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策

お
よ
び
負
担
軽
減
を
図
る
工
事
を
行
う
方

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者
等

・
村
内
に
住
所
を
有
し
、
本
人
及
び
同
一

世
帯
員
が
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

者
。

・
村
内
に
所
在
す
る
住
宅
等
で
、
補
助
対

象
者
が
工
事
後
も
引
き
続
き
管
理
で
き

る
建
物
。

◆
補
助
金
対
象
工
事

・
雪
下
ろ
し
時
の
墜
落
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
安
全
対
策
に
要
す
る
費
用

・
上
記
安
全
対
策
工
事
に
か
か
る
雪
下
ろ

し
安
全
装
備
品
等
の
購
入
に
要
す
る
費

用
◆
補
助
金
の
額

・
補
助
対
象
工
事
等
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
の
額
と
し
、
上
限
は
10
万
円
。

・
次
の
要
件
を
１
つ
で
も
満
た
す
場
合
は
、

３
分
の
２
の
額
と
し
、
上
限
15
万
円
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
障
害
者

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
ひ
と
り
親
世
帯

◆
申
請
期
限

　
10
月
31
日
（
金
）　

問　
建
設
課　
☎
47
３
４
０
８

相談

助成

が
ん
治
療
に
伴
う
医
療
用

補
正
具
の
購
入
費
用
助
成

に
つ
い
て

　
村
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
う
医
療
用
補

正
具
（
ウ
ィ
ッ
グ
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）

の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
治
療
を
受
け

た
、
ま
た
は
現
に
受
け
て
い
る
こ
と

・
が
ん
治
療
に
伴
い
脱
毛
ま
た
は
乳
房
を

切
除
し
、
医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
て

い
る
こ
と

・
過
去
に
、
秋
田
県
及
び
他
の
自
治
体
か

ら
補
正
具
に
要
す
る
助
成
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

◆
助
成
対
象
医
療
用
補
正
具
と
助
成
額

※
対
象
者
一
人
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
１
個
に

限
り
ま
す
。

・
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
全
頭
用
）
３
万
円

・
乳
房
補
正
具
（
補
正
パ
ッ
ド
ま
た
は
人

工
乳
房
）　
２
万
円

◆
申
請
書
や
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
健

康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

妊
活
応
援
相
談
会

　
村
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
ご
夫
婦
を

対
象
に
、
妊
活
応
援
相
談
会
を
年
３
回
開

催
し
ま
す
。
「
妊
娠
し
や
す
い
体
を
作
る

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
？
」
、
「
不
妊
の

検
査
や
治
療
は
ど
ん
な
も
の
？
」
、
「
二

人
目
不
妊
っ
て
あ
る
の
か
な
」
等
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
７
月
８
日
（
火
）
、
９
月
９
日

（
火
）
、
12
月
９
日
（
火
）

　
午
後
４
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
場
所　
池
田
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
湯
沢
市
）

◆
相
談
対
応
者　
池
田　
雅
人　
先
生

◆
予
約
先　
池
田
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
０
１
８
３
73
０
１
０
０

◆
電
話
予
約
受
付
時
間
：
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

（
木
曜
は
正
午
ま
で
、
土
曜
は
午
後
３
時

ま
で
、
日
曜
休
み
）

※
個
別
相
談
で
す
の
で
、
必
ず
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

※
相
談
前
に
問
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
開

始
時
間
の
10
分
か
ら
20
分
前
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

※
緊
急
に
お
産
が
入
っ
た
場
合
等
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

程
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
医
療
機
関

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
面
相
談
が
難
し
い
方
へ

　
秋
田
県
で
は
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
秋
田
大
学
医
学
部
付
属
病
院
１
階
婦

人
科
外
来
）
を
設
置
し
、
不
妊
・
不
育

に
関
す
る
電
話
相
談
・
メ
ー
ル
相
談
を

受
付
し
て
い
ま
す
。

「
秋
田
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
室
」

電
話
相
談
：
月
・
金　
午
後
１
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で

☎　
０
１
８
（
８
８
４
）
６
２
３
４

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

　
秋
田
県
・
東
成
瀬
村
で
は
不
妊
治
療
費

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
健
康
福
祉
課
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
発
達
や
気
に
な
る
行
動
へ

の
対
応
、
就
学
に
関
す
る
相
談
等
に
つ

い
て
主
に
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　
７
月
４
日
（
金
）
、
９
月
２

日
（
火
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　
雄
勝
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

◆
申
込　
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
教

育
委
員
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
教
育
相
談
票
」
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

相
談
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
の
方
の
み
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

就
学
や
教
育
に
関
す
る
相
談
会

役場からのお知らせ

６2025.６ 広報　ひがしなるせ



水
遊
び
に
注
意
！

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
教
室
ス
タ
ー
ト
！

　

今
年
度
の
生
涯
学
習
教
室
が
、
通
常

コ
ー
ス
、
体
験
コ
ー
ス
と
も
に
順
次
開
講

し
て
い
ま
す
。

　
年
度
途
中
か
ら
の
参
加
や
ご
都
合
が
つ

く
と
き
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

自
然
・
文
化
の
コ
ー
ス

「
歴
史
探
訪
教
室
」

　
村
内
外
の
名
勝
や
旧
跡
の
探
訪
、
博
物

館
等
の
展
示
の
見
学
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

古
文
書
な
ど
、
貴
重
な
資
料
に
触
れ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
年
四
回
開

講
し
ま
す
。

次
回
開
講
日　
７
月
19
日
（
土
）

　
村
田
歴
史
み
ら
い
館　
企
画
展

「
い
つ
も
そ
ば
に
は
猫
が
い
た
〜
猫
神

信
仰
と
猫
供
養
〜
」

生涯
学習

　
生
き
が
い
づ
く
り
に
、
余
暇
の
楽
し
み

に
、
仲
間
づ
く
り
に…

…

ど
う
ぞ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

見
学
体
験
コ
ー
ス
　
芸
術
・
趣
味

「
郷
土
料
理
」

　
毎
月
第
２
木
曜
日
（
月
に
よ
っ
て
変
更

あ
り
。
）
に
開
講
し
て
い
ま
す
。
季
節
の

料
理
や
懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
の
再
現

な
ど
、
ご
家
庭
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
ば
か
り
で
す
。

　
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

次
回
開
講
日　
７
月
17
日（
木
）

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

村田歴史みらい館
～「ふる里館」所蔵の掛け軸も展示～

山で収穫した山菜や野草を調理

5月23日、東成瀬小学校で人権の花植え活動を行いました。

子育て　
暑
い
日
が
続
く
と
、
家
庭
用
プ
ー
ル
な

ど
で
水
遊
び
を
す
る
ご
家
庭
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
水
遊
び
は
、
五
感
が
刺
激
さ
れ
る
、
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
養
わ
れ
る
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
左
記
の
注
意
点
に
気
を
つ
け
て
、
水
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
大
人
の
目
の
届
く
所
で

　
こ
ど
も
は
水
深
５
㎝
で
も
溺
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
遊
び
中
は
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
温
に
注
意

　
冷
た
す
ぎ
る
と
身
体
が
冷
え
、
温
か
い

と
の
ぼ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
触
っ
て
み
て

ぬ
る
く
感
じ
る
く
ら
い
（
26
℃
〜
31
℃
）

が
目
安
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
紫
外
線
、
脱
水
症
状
に
注
意

　
日
焼
け
止
め
を
塗
る
、
パ
ラ
ソ
ル
な
ど

日
よ
け
を
使
用
す
る
な
ど
紫
外
線
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
水
に
入
っ
て
い
て

も
汗
を
か
い
て
脱
水
症
状
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
肌
の
露
出
の
多
い
水
着
や

屋
外
で
の
着
替
え
は
、
子

ど
も
で
も
盗
撮
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

人権

information
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５
月
18
日
、
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
協
力
し
て
勝
利
を
つ
か
も
う
〜
あ
き
ら

め
ず
に
全
力
で
〜
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

ど
の
子
も
力
い
っ
ぱ
い
競
技
に
参
加
し
、

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

親
子
遊
走
で
は
、
親
子
が
協
力
し
て
様
々

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
ほ
ほ
え
ま
し

い
姿
に
、会
場
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

綱
引
き
や
リ
レ
ー
で
は
、
各
色
組
が
心
を

一
つ
に
し
て
が
ん
ば
り
、
大
い
に
盛
り
上

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
た

　

運
動
会
！

　
５
月
28
日
、
５
年
生
が
田
植
え
体
験
を

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
方
々
か
ら
植
え
方
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
後
、
い
よ
い
よ
田
ん

ぼ
の
中
へ
。
最
初
は
慣
れ
な
い
土
の
感
触

に
戸
惑
い
、
思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ
た

様
子
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
上
手
に
植
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
稲
が
実
る
ま
で
、
苗
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

ど
ろ
ん
こ
で
も
へ
っ
ち
ゃ
ら

　

田
植
え
体
験
！

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

▲よし、慣れてきたぞ！▲そろり、そろり…

▲色別対抗全員リレー

▲かっこよく入場行進

▲ようい、ドン！ ▲うまくとれるかな？

が
り
ま
し
た
。

　
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
各
係
の
仕
事

も
行
い
、運
動
会
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
か
ら
た
く
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲息を合わせて、それ！ ▲デカパンリレー
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５
月
23
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
体
育
祭

が
悪
天
候
の
た
め
28
日
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、
開
催
日
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

す
べ
て
の
種
目
を
予
定
通
り
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
各
種
目
の
準
備
や
運
営
を

各
委
員
会
で
割
り
振
り
し
、
生
徒
は
競
技

及
び
運
営
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
心
温
ま
る
応
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

晴
天
！

盛
り
上
が
っ
た
体
育
祭

　
５
月
27
日
に
小
中
連
携
教
育
事
業
の
キ

バ
ナ
コ
ス
モ
ス
植
栽
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
５
月
30
日
に
は
、
『
人
権
の

花
の
植
栽
活
動
』
と
『
学
校
花
壇
の
花
の

植
栽
活
動
』
を
行
い
ま
し
た
。
花
の
種
子

や
花
の
苗
な
ど
を
、
生
徒
と
児
童
が
協
力

し
て
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
の
尊

さ
を
実
感
し
、
そ
の
中
で
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
体
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
綺
麗
な
花
が
咲
き
、
見
る
人
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

綺
麗
な
花
が
咲
く
こ
と
を

願
っ
て

　

～
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
植
栽
・

　
　
　

人
権
の
花
・
学
校
花
壇
～

生
き
生
き
東
中
生

　
新
入
生
の
体
験
活
動
と
し
て
、
今
年

も
Ｔ
Ｓ
Ｂ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

早
速
先
輩
が
１
年
生
に
指
導
し
て
く
れ

ま
し
た
。
１
年
生
は
各
パ
ー
ト
の
楽
器

を
手
に
取
り
、
音
出
し
の
基
本
を
伝
授

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
披
露
す
る
会
に
向
け
て
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
始
動

Ｔ
Ｓ
Ｂ

▲綺麗な花が咲きますように

▲人権の花はプランターに

▲小学生と協働作業

▲国道沿いにキバナコスモスの種を ▲前庭に植栽しました ▲思いを込めてていねいに

▲サックスの指使いを

▲障害物パン食い競走

▲工夫を凝らした選手宣誓

▲全校ソーラン節パフォーマンス

（
T
o
u
c
h
u
 S

p
e
c
ia

l B
ra

s
s）

▲トロンボーンを
　手にして

▲綱取りの一場面 ▲息を合わせて二人三脚 ▲色別対抗チームジャンプ

▲ホルンに挑戦
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大
盛
況
！
親
子
交
流
活
動

皆
の
パ
ワ
ー
が
全
開
！

豊
か
な
心
を
育
む

　

花
植
え
（
虎
の
穴
・
健
全
育
成
）

　
６
月
２
日
、
児
童
館
の
花
壇
に
花
を
植

え
ま
し
た
。
花
の
お
世
話
を
通
じ
て
、
職

員
と
共
に
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

　
５
月
23
日
、
保
育
参
観
を
行
い
親
子
で

ボ
ー
ル
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
等
を
楽
し
み

ま
し
た
。
仲
良
し
親
子
の
キ
ラ
キ
ラ
な
笑

顔
で
、
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
運
動
会
活
動
を
通
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
、
忍
耐
力
、
協
調
性
等
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
本
番
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
保
護
者
の
皆
様
と
一
緒
に
共
有
す
る

機
会
と
な
り
、
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

運
動
会
で
の
活
躍
が
自
信
と
な
っ
て
、
ま

す
ま
す
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

▲リズム遊びを楽しむ0・２歳児 ▲プログラミングを楽しむ５歳児

▲頑張った皆さんに金メダル ▲６月７日「なるせっ子運動会」

▲色鮮やかなマリーゴールド

▲ふわふわわたし ▲まねっこストレッチ

わ
く
わ
く
な
る
せ
っ
子

　

冒
険
ひ
ろ
ば

　
　

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
虎
の
穴
）

　

６
月
９
日
、
東
京
芸
術
座
所
属
俳
優

（
村
内
在
住
）
の
佐
藤
ア
ズ
サ
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。
主
体
性
を
重
視
し
た
体
験

型
の
内
容
に
、
子
ど
も
た
ち
は
全
身
で
喜

び
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

イラスト版「繊細さん」の本
武田友紀　著／飛鳥新社

本のご予約承ります。☎38－8711まで

おらほの図書館
きてたんせきてたんせ

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

心の守り方を知って、自分
のままで生きていこう！
ビジュアルでよりわかりや
すく、繊細さんの心の仕組
みや、どうすれば元気に生
きられるかの対処法をまと
めました。
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サ ム
の

サ ム
の

June 7th, I participated in the sports day at Naruse Nursery School. 
Thankfully the weather was sunny and it was really fun to watch the children trying their best.
They were very fast in the relay and their use of the parachute was amazing. 
I was lucky enough to be able to participate in some events with the children. The nursery 
students are really hardworking and enthusiastic! The sports day was a wonderful event.

　アメリカのロサンゼルス出身です。

　趣味は読書、執筆、キックボクシング、サーフィンです。

　令和６年７月に村のALTに着任しており、英語を教えることが

楽しいです。これからも、よろしくお願いします！

Samuel Walton(サムエル・ワルトン)

�������������������������������� ～なるせ保育園運動会～

　高齢になると、認知症になる割合が増えてくるこ
とは広く知られています。最近の研究で、お口の健
康と認知症という病気の間には深い関係があること
が分かってきました。
　ある研究によると、歯が20本以上残っている人
は認知症になりにくい傾向があるということが分か
りました。また、歯がほとんどないのに入れ歯を使
用していない人は、使用している人に比べて認知症
発症のリスクが約1.9倍高くなることが分かってい
ます。認知症予防のためにも、若いうちから自分の
歯を守ることが大切です。
　『今のところ、痛いところもないし、歯も20本
以上あるし、気になるところもないから、まぁ、い
いかな？』と思っていても安心はできません。初期
症状に乏しい、静かなる病である歯周病に、すでに
かかっているかもしれません。歯を磨いたときに出
血するような場合、歯周病菌が血流を通じて体の中
に入り込んでいる可能性があり、全身の健康に影響

を及ぼすことも知られています。特に、アルツハイ
マー型認知症の発症に関わる可能性がある菌もいる
と言われています。認知症ばかりではなく心筋梗塞、
脳梗塞の原因にもなり、脳血管性認知症を起こす原
因にもなります。
　認知症は、早期発見、早期治療で病気の進行を遅
くすることも可能です。その予防法のひとつが、お
口の健康を守ることであるということを是非覚えて
おいて下さい。日々の歯の手入れを忘れずに、今あ
る歯を大切にし、健全な奥歯でかみしめられる人生
を歩んでください。これが、歯科からの認知症予防
です。
　繰り返しになりますが、奥歯がなくなったら入れ
歯を入れることで、予防効果があることも忘れない
でください。『入れ歯は食べるときだけ使う。』そ
んなことだと、きっと後悔することになります。入
れ歯は、食べるためだけの道具ではありません。

『お口の健康と認知症の関係』について
ジュネスデンタルクリニック　小菅　一弘先生　監修

お口からめざす健康長寿コーナー

Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

　６月７日、なるせ保育園の運動会に参加しました。ありがたいことに

天気は晴れだったので、子どもたちが一生懸命頑張る姿を見るのは本当

に楽しかったです。リレーではすごく速かったし、パラシュートの使い

方も素晴らしかったです。私は幸運にも、子どもたちと一緒にいくつか

のイベントに参加することができました。保育園児たちは本当に一生懸

命で熱心です！　運動会はとても素敵なイベントでした。
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５月24日　地域交流センターゆるるん

成瀬そよ風コーラス５周年記念コンサート

　令和２年７月に結成、コロナ禍ではありましたが、照井先生の熱心
な指導のもとハーモニーを奏でるコーラスをとり入れました。
　活動を継続し、コンサートを開催するまで成長しました。メンバー
は16名で若いメンバーも募集中です。

122025.６ 広報　ひがしなるせ
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　村建設業協会有志の会主催で15事業所40名の方が集まり、５月22日に中学校校舎周りの除草、
23日にキバナコスモス植栽のための除草や下地整備を行ってくださいました。花の成長と植栽活
動の行いやすい環境を整えていただき、植栽当日も小中学生は順調に作業を終えることができまし
た。
　このボランティア活動はキバナコスモス植栽と同じく今年で19回目となります。作業に参加し
てくださった皆様、ご協力くださりありがとうございました。

キバナコスモス播種場所整備

首都圏なるせ会「第37回総会」参加者募集

◆日　時　11月９日（日）
・受　付　午前11時から
・総　会　午前11時30分から
・懇親会　正午から
◆会　場　浅草ビューホテル

（東京都台東区西浅草３－17－１）
◆参加費　10,000円程度を予定（懇親会費）

　交通はバスを手配する予定です（参加人数が
少ない場合を除く）。宿泊は各自で手配してく
ださい。
◆申込み期限　７月31日（木）
◆問・申込み　総務課　☎４７－３４０１

参加事業者をご紹介します。（順不同）

大橋建設　株式会社
有限会社　成瀬産業
株式会社　鈴木建設工業
株式会社　佐々木機械土木
備前建設
有限会社　高橋土木
有限会社　佐々木工業
伊藤電気株式会社

株式会社ユアテック秋田支社
鹿島・前田・竹中土木特定建設工事共同企業体
大成・佐藤・岩田地崎特定建設工事共同企業体
鹿島建設株式会社　成瀬ダム庁舎建設工事事務所
株式会社　高嶋組
株式会社　自然科学調査事務所
平鹿設備工業株式会社

13 2025.６広報　ひがしなるせ



石
綿
響
さ
ん
（
横
手
清
陵
学
院
高
校
３
年
）

全
県
高
校
総
体
投
て
き
種
目　
２
冠
達
成
‼

湯
沢
市
雄
勝
郡
陸
上
競
技
大
会
入
賞
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
県
立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

第
71
回
秋
田
県
高
校
総
体
陸
上
競
技
の
投
て
き

種
目
に
お
い
て
石
綿
響
さ
ん
が
見
事
２
冠
を
達

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た

第
80
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
の
円
盤

投
に
お
い
て
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
全
県
高
校
総
体

・
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
（
５
月
23
日
）

　
優
勝　
　
石　
綿　
　
　
響　
50
ｍ
55
㎝

・
男
子
円
盤
投
（
５
月
26
日
）

　
優
勝　
　
石　
綿　
　
　
響　
40
ｍ
10
㎝

◆
小
学
生

・
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
第
２
位　
　
佐
々
木　
倖　
良

・
４
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
第
２
位　
　
髙　
橋　
慎
之
助

・
４
年
男
子
走
幅
跳

　
第
１
位　
　
谷　
藤　
　
　
新

・
４
年
男
子
１
０
０
０
ｍ　

　
第
５
位　
　
髙　
橋　
朝　
日

・
４
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

　
第
６
位　
　
髙　
橋　
心　
頼

・
５
年
女
子
８
０
０
ｍ

　
第
６
位　
　
高　
谷　
心　
絆

・
６
年
女
子
８
０
０
ｍ

　
第
４
位　
　
髙　
橋　
向
日
葵

・
５･

６
年
共
通
男
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ

　
第
４
位　
　
後　
藤　
奏　
翔

◆
中
学
生

・
２
年
１
０
０
ｍ　
第
５
位　
　
佐　
藤　
蒼　
真

・
共
通
２
０
０
ｍ　
第
２
位　
　
大　
井　
舜　
晟

・
共
通
４
０
０
ｍ　
第
４
位　
　
佐
々
木　
智　
也

・
共
通
８
０
０
ｍ　
第
５
位　
　
谷　
藤　
瀬　
斗

・
２･

３
年
１
５
０
０
ｍ　

　
第
４
位　
　
佐
々
木　
　
　
漣

・
共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
５
位
（
１
走
：
大
井
舜
晟
、
２
走
：
谷
藤
瀬

斗
、
３
走
：
佐
々
木
智
也
、
４
走
：
佐
藤
蒼
真
）

なるせ踊りの会　さなぶり舞踊ショー

◆
東
北
高
校
総
体

・
男
子
円
盤
投
（
６
月
16
日
）

　
第
７
位　
石　
綿　
　
　
響　
41
ｍ
09
㎝

14 2025.６ 広報　ひがしなるせ

みんなの広場



活動日記

・村が直接雇用する隊員　４名
・民間連携隊員　53名　・委嘱隊員　１名

地域おこし協力隊　隊員数
（令和７年６月１日時点）

地域おこし協力隊
東成瀬

村

ニクリシェエフ ドミトリイ

　今年の３月、春の訪れと共に、私はなるテックに入社し、秋田県の美し
い東成瀬村へと移住しました。ITの道を志し、自然豊かなこの地で新し
い生活をスタートさせたのです。ロシア出身のドミトリイと申します。
　両側を緑の丘や山々に囲まれた稲田、そして私の部屋の窓のすぐ前を勢
いよく流れる川 、この風景は私の日常生活を力強く彩ってくれます。
　入社と同時に、私は地域おこし協力隊にもなり、地域の様々なイベント
やお祭りに携わることができるようになりました。前職ではなかなか感じ
られなかった「地域とつながる喜び」や「誰かのために動く楽しさ」を、
ここでは日々実感しています。
　また、音楽が好きな私は、「仙人太鼓」という太鼓グループに入らせて
貰い、新しい挑戦を始めました。いくつかの楽器は演奏できますが、打楽
器は私にとって未知の世界。それでも、仙人太鼓の演奏は心に響くものが

あり、何よりもグループの皆さんの優しさと情熱に惹かれています。すでにいくつかのイベントにも出演し、太
鼓を通じて地域の人々と心を通わせることができました。
　東成瀬村に移ってから、私の人生は大きく変わりました。自然、仲間、そして地域とのつながり、すべてが私
の心を豊かにしてくれます。この選択をして、本当に良かったと感じています。
　今後は、ここでの暮らしや活動を通じて、自分の国際的な経験やスキルを地域に還元し、「十村十色」という
会社のビジョンにも貢献していきたいと考えています。
　これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

ポッター レイリーン

　みなさん、こんにちは！　本当にあっという間ですね。昨年の６月に地
域おこし協力隊として東成瀬村に移住してから、もう１年が経ちました。
毎日が新しい冒険で、思ってもみなかったような挑戦の連続でした。
　なるテックに入社する前から、私は東成瀬とここに住む皆さんのことが
大好きでした。訪れるたびに、村の皆さんの温かさに触れ、「私も周りに
優しくありたい」と自然と思わせてくれる、そんな素敵な場所です。
　地域の皆さんが力を合わせて前に進もうとする姿勢は、日々の暮らしの
中のあちこちに感じられ、私自身の原動力にもなっています。仙人太鼓の
響き、丸太市や村のお祭りでの笑顔と笑い声、雪下ろしの時にかけてもら
う「気をつけてね！」の一言どれもが、「私たちはひとつの村なんだ」と
思い出させてくれるのです。方言で語られる村の物語や、伝統行事への参
加を通して、自分の仕事の意義を改めて感じています。
　現在はマーケティングの講座を修了し、デジタルマーケターとして、村の魅力を世界に発信する仕事をしてい
ます。オーストラリアでは、経営者や飲食店のオーナー、卸業者など、どんな立場の人に会っても、私たちの村
の「みんなで困難に立ち向かう力」に感動してくださいます。
　これからも、世界中の人々に東成瀬の物語を届け、パートナーを見つけるために頑張っていきます。そしてそ
の活動を支えてくださっている皆さんに、心から感謝しています。
　本格的な夏がやってきますが、どうか体に気をつけて、皆さんお元気でお過ごしくださいね。

15 2025.６広報　ひがしなるせ



25

29

11

37

幻想的に浮かび上がる夜の成瀬ダム

楽しんでいただけたようです いい笑顔です

東成瀬村消防団の訓練の様子

パネル展示の様子
ダムのⅤＲ画像も用意しました

162025.６ 広報　ひがしなるせ

◆
成
瀬
ダ
ム
情
報
◆



仙
北
街
道
を
語
る
会
（
そ
れ
か
ら
）

　

歴
史
を
楽
し
む
と
は
あ
ま
り
言

わ
な
い
が
、
故
郷
に
関
わ
る
と
な

れ
ば
事
は
違
う
。
「
仙
北
街
道
を

語
る
会
」
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う

に
故
郷
の
出
来
事
（
歴
史
）
を
語

る
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
仲
間
と

故
郷
が
拡
が
る
。
東
成
瀬
、
湯

沢
、
胆
沢
（
岩
手
）
、
金
ケ
崎

（
岩
手
）
の
有
志
の
集
ま
り
が
、

横
手
、
十
文
字
、
鳥
海
、
石
鳥
谷

（
岩
手
）
と
拡
が
り
を
見
せ
た
。

そ
し
て
今
回
、
一
関
（
岩
手
）
を

故
郷
に
も
つ
「
関
西
阿
弖
流
為
・

母
禮
（
ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
：
※
１
）

の
会
」
の
相
談
役
・
和
賀
亮
太
郎

さ
ん
が
、
遠
く
京
都
か
ら
参
加
し

て
く
れ
た
。
和
賀
さ
ん
の
参
加
に

は
次
の
よ
う
な
経
緯
（
い
き
さ
つ
）

が
あ
る
。

　　

京
都
・
清
水
寺
に
、
阿
弖
流

為
・
母
禮
の
顕
彰
碑
が
あ
る
。
こ

の
顕
彰
碑
は
、
関
西
在
住
の
岩
手

県
立
水
沢
商
業
高
校
の
出
身
者
の

集
い
「
関
西
水
沢
同
郷
会
」
の
活

動
が
発
端
と
な
り
、
１
９
９
４
年

（
平
成
６
年
）
に
建
立
。
顕
彰
碑

の
前
で
毎
年
11
月
に
、
阿
弖
流

為
・
母
禮
の
法
要
を
執
り
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
法
要
に
「
仙

北
街
道
を
語
る
会
」
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
ほ
し
い
旨
の
誘
い
が
あ

り
、
金
ケ
崎
（
出
身
）
の
お
二
人

が
参
加
し
た
。
そ
の
席
で
、
和
賀

さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
「
仙
北
街
道
を
語

る
会
」
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
た

い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

５
月
下
旬
、
和
賀
さ
ん
を
お
招

き
し
、
上
野
（
御
徒
町
駅
前
）
の

居
酒
屋
で
懇
親
会
を
催
し
た
。
簡

単
な
自
己
紹
介
の
後
、
和
賀
さ
ん

に
「
関
西
阿
弖
流
為
・
母
禮
の

会
」
の
活
動
状
況
を
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
阿
弖
流
為
・
母
禮
と

は
？　

何
せ
書
物
で
し
か
知
り
得

ぬ
歴
史
人
物
。
に
わ
か
勉
強
を
し

て
臨
ん
だ
の
で
は
あ
る
が
。
歴
史

を
辿
る
岩
手
の
友
人
た
ち
の
探
求

に
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。
故
郷

に
伝
わ
る
英
雄
の
誇
り
は
、
語
る

方
も
聞
く
方
も
い
や
が
応
に
も
力

が
こ
も
る
。
歴
史
を
身
近
に
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
楽
し
い
ひ
と
時
で

あ
っ
た
。

〝
そ
の
時
代
の
人
物
や
歴
史
的
背

景
を
学
び
、
故
郷
の
歴
史
・
文
化

を
知
る
〞
「
語
る
会
」
が
目
的
と

す
る
一
つ
で
あ
る
。
「
こ
の
地

で
」
と
い
う
歴
史
の
キ
ー
ワ
ー

ド
。
「
仙
北
道
」
の
歴
史
・
文
化

を
共
有
す
る
県
境
を
挟
む
友
人
た

ち
。
お
互
い
の
故
郷
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
歴
史
を
深
堀
り
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

※
１
：
８
世
紀
末
か
ら
９
世
紀
初
頭

に
、
陸
奥
国
・
胆
沢
（
現
在
の
奥

州
市
）
に
権
勢
を
誇
っ
た
蝦
夷

（
え
み
し
）
の
族
長
。
朝
廷
と

戦
っ
た
蝦
夷
の
頭
領
（
ア
テ
ル

イ
）
と
副
将
（
モ
レ
）
を
い
う
。

　
ｔ
ｏ
ｋ
ｏ

京都からゲストをお迎えして

コロナ禍が…4年ぶりの再開

17 2025.６広報　ひがしなるせ

ふるさとへの便り
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養･

相
続
な

ど
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

◆
日
時　
７
月
11
日
（
金
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問�　
秋
田
地
方
法
務
局　
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７
�
２
１
０
０

自
衛
官
募
集

◆
第
２
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
７
月
14
日
（
月
）

◆
第
２
回
予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
９
月
11
日
（
木
）

◆
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
９
月
２
日
（
火
）

◆
航
空
学
生
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
８
月
29
日
（
金
）

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
採
用
試
験

・
医
学
科
応
募
締
切　
10
月
８
日
（
水
）

・看
護
学
科
応
募
締
切　
10
月
３
日
（
金
）

◆
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
10
月
16
日
（
木
）

◆
第
２
回
医
科
・
歯
科
幹
部
採
用
試
験

・
応
募
締
切　
10
月
23
日
（
木
）

※�

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
横
手
地
域
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

問�　
自
衛
隊
横
手
地
域
事

務
所

☎
０
１
８
２
㉜
３
９
２
０

秋
田
県
警
察
職
員
採
用
試
験

◆
試
験
区
分

・
警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官
Ａ
（
第
２
回
）

　
通
常
枠
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
枠

・
警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ

　
通
常
枠
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
枠

・
警
察
行
政
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
【
事
務
・
電
気
】

◆�

申
込
受
付
期
間　
７
月
18
日
（
金
）
か

ら
８
月
20
日
（
水
）
ま
で

問�　
横
手
警
察
署

☎
０
１
８
２
㉜
２
２
５
０

�

裁
判
所
見
学
会

◆
小
学
生
夏
休
み
企
画

　
裁
判
所
で
は
、
小
学
校
５
、
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
裁
判
所
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。（
要
予
約･

先
着

順
）

◆�

日
時　
７
月
29
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で

◆
場
所　
秋
田
地
方
家
庭
裁
判
所

◆�

対
象　
小
学
校
５
、
６
年
生
（
保
護
者

同
伴
）

◆
定
員　
各
回
と
も
10
組
20
名

◆�

申
込
方
法　
７
月
７
日
（
月
）
８
時
30

分
か
ら
各
部
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て

受
付
開
始

◀
午
前
の
部
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

�　

　
　
　

　
午
後
の
部
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
▶

◆
中
学
生
・
高
校
生
夏
休
み
企
画

　
中
学
生
及
び
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、裁
判
所
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
要
予
約･

先
着
順
）

◆�

日
時　
７
月
30
日
（
水
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

◆�

対
象　
中
学
生
及
び
高
校
生
（
保
護
者

同
伴
）

◆
定
員　
15
組
30
名

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　７月８日（火）
　　　10：00～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

心の健康相談
開催日　７月 14、28日（月）
時　間　9：30～ 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

問�　
秋
田
地
方
家
庭
裁
判

所
総
務
課

☎
０
１
８
（
８
０
３
）
０
１
８
１

調
停
相
談
会
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

　
湯
沢
調
停
協
会
所
属
の
調
停
委
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆�

日
時　
７
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で

◆�

内
容　
調
停
手
続
き
、
金
銭
の
貸
借
、

売
掛
金
の
回
収
、
交
通
事
故
、
土
地
建

物
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内
の
問
題
、
遺

産
分
割
な
ど

◆
場
所　
湯
沢
商
工
会
議
所
会
議
室

◆
そ
の
他　
事
前
予
約
は
い
り
ま
せ
ん

問　
湯
沢
調
停
会
事
務
担
当　
麻
生

☎
０
１
８
３
�
２
６
９
３

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０　

い
い
歯
の
表
彰
募
集

◆
対
象

・
秋
田
県
内
に
住
所
が
あ
る
方

・�

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
る
方（
入
れ
歯

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
除
く
）

・�

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、
満
80
歳

以
上
で
こ
れ
ま
で
に
表
彰
（
認
定
）
を

受
け
て
い
な
い
方
（
昭
和
20
年
４
月
１

日
生
の
方
ま
で
）

・�

協
力
歯
科
医
療
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た

方
（
過
去
に
協
力
歯
科
医
療
機
関
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
は
除
く
）

◆
締
切　
10
月
10
日
（
金
）

問�　
秋
田
県
歯
科
医
師
会

☎
０
１
８
（
８
６
５
）
８
０
２
０

　
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
４
２
６

ふ
る
さ
と
秋
田
文
学
賞
作
品
募
集

　
「
小
説
」「
エ
ッ
セ
イ
・
紀
行
文
」
の
２

部
門
で
秋
田
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
部
門

・
小
説
（
原
稿
用
紙
換
算
50
枚
以
内
）

・�

エ
ッ
セ
イ
・
紀
行
文
（
原
稿
用
紙
換
算

10
枚
以
内
）

◆�

賞　
ふ
る
さ
と
秋
田
文
学
賞　
各
１
編

ほ
か

・
小
説　
　
　
　
　
　
　
賞
金
50
万
円

・
エ
ッ
セ
イ
・
紀
行
文　
賞
金
20
万
円

◆�

締
切　
７
月
18
日
（
金
）
当
日
消
印
有

効
問�　
県
文
化
振
興
課　
読
書
活
動
・
文
化

芸
術
推
進
チ
ー
ム

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
５
３
０

秋
田
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　
ま
も
な
く
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す

が
、
毎
年
海
難
事
故
が
多
発
す
る
時
季
で

も
あ
り
ま
す
。

　
海
水
浴
を
楽
し
む
た
め
に
、
次
の
９
つ

の
約
束
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

風
の
強
い
日
や
波
の
高
い
日
は
海
に
い

か
な
い

・
開
設
さ
れ
た
海
水
浴
場
で
泳
ぐ

・
泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
す
る

・
み
ん
な
と
一
緒
に
行
動
し
よ
う

・
離
岸
流
の
怖
さ
を
知
ろ
う

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・
無
理
せ
ず
こ
ま
め
に
休
憩
す
る

・
飲
酒
し
た
ら
泳
が
な
い

・�

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
逃
げ

る問　
秋
田
海
上
保
安
部

☎
０
１
８
（
８
４
５
）
１
６
２
４

令
和
７
年
度

　

第
２
回
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア

◆
日
時　
８
月
12
日
（
火
）

　
午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆�
会
場　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

１
階
き
ら
め
き
広
場･

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

◆�

内
容　
県
内
企
業
や
市
町
村
等
と
県
内

就
職
・
移
住
を
希
望
す
る
方
と
の
面
談

◆�

対
象
等　
秋
田
県
や
地
方
へ
の
移
住
・

就
業
を
検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ

る
方
等

※
一
般
・
学
生
、
家
族
、
知
人
問
わ
ず
。

問�　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定

住
機
構

☎
０
１
８
（
８
２
６
）
１
７
３
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

無
料
電
話
相
談
会

◆
日
時　
７
月
26
日
（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

◆�

内
容　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま

す
。（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）

◆�

対
象　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
ご
家

族（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
）

◆
電
話
相
談
の
番
号

・�

０
２
２
（
２
６
５
）
２
２
１
７
・
０
２

２
（
２
６
５
）
２
２
１
８

問�　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
事

務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
１
２
０
�
０
１
５
２
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広報

No.719H I G A S H I N A R U S E

　●人　口　　　　　男　1,176人  (－８)
　　　　　　　　　　女　1,092人  (－５)
　　　　　　　　　　計　2,268人  (－13)
　●世帯数　998戸 (－６)
　●出生　０人[１人〕●死亡　７人[11人〕
　●転入　５人[16人〕●転出　11人[27人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和７年４月から

◎交通事故　・発生件数… 0 件 〔０件〕
 　・死者……… 0 人 〔０人〕
 　・傷者……… 0 人 〔０人〕
　～令和６年12月26日より無事故156日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　３314日
　　　　　　～平成２８年５月４日より～
◎無火災記録　　３97日
　　　　　　　～令和6年4月29日より～

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

◆ごめいふくをお祈りします

髙　橋　莊　吉　（８５）　入　道
佐々木　スヤ子　（８５）　幸寿苑
佐々木　　　宏　（６０）　手　倉
佐　藤　　　和　（３９）　岩井川
髙　橋　ヤヱ子　（８５）　五里台

ひがしなるせ

撮影　東成瀬村役場
【小学校田植え】

今月の一枚

第11回東成瀬村写真コンクール

【景観部門　優秀賞】
「ガッケ山ブルー」

撮影者　菅　原　徳　雄（東成瀬村）

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

５月の
東成瀬村

６６
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